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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和３年６月２９日（火）  

 

２ 確認箇所 

使用済保護衣等一時保管エリアｅ 

 

３ 確認項目 

使用済保護衣等一時保管エリアｅの現況確認 

   

４ 確認結果の概要 

使用済保護衣等一時保管エリアｅの現況確認について 

使用済保護衣等一時保管エリアｄ、ｅ、ｍ、ｎでは、コンテナ内容物の焼

却処分が進んでおり、瓦礫類一時保管エリアの保管容量に余裕を持たせるた

め、瓦礫類一時保管エリアに変更する予定（令和３年４月１日変更認可申

請）であることから、使用済保護衣等一時保管エリアｅ（以下「一時保管エ

リアｅ」という。）の状況を確認した。（図１）（前回確認：平成 30 年 1

月 12 日） 

・一時保管エリアｅの入り口には単管パイプのバリケードが設置されてお

り、関係者以外がみだりに立入できない措置が講じられていた。（写真

１） 

・前回の現場確認では、コンテナが２～５段に積まれていたが、今回は、空

になった金属製のコンテナは解体され、コンテナの底板が積み上げられた

上に天板等が未解体のコンテナに詰められた状態で保管されていた。（写

真２） 

・エリア内の数カ所に消火器が設置されており、防火対策が実施されてい

た。（写真３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec_file/16025c/genti/20180112syashin1.pdf
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec_file/16025c/genti/20180112syashin1.pdf
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（写真１） 

 一時保管エリアｅの入り口の状況 

 

（写真２－１） 

 一時保管エリアｅ内の状況 

（前回撮影：平成30年1月12日） 

 

（写真２－２） 

 同左 

（今回撮影：令和3年6月29日） 

 

 

（写真３－１） 

 一時保管エリアｅ内に設置された消

火器の例① 

 

 

（写真３－２） 

 一時保管エリアｅ内に設置された消

火器の例② 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。

 

２～５段積み 

立入禁止の表示 指定可燃物貯蔵

取扱所の表示 

未解体のコンテナ 
コンテナの天板等 

コンテナの底板 


